
平成２６年度 「大学教育再生加速プログラム」 選定取組 

大学等名：徳島大学 
テーマ ：テーマⅠ（アクティブ・ラーニング） 

本事業は、「鉄は熱いうちに打て」（SIH:：Strike while the Iron is Hot）の精神に則り、 「ＳＩＨ道場～アクティブ・ラーニング入門」を初年次に導入し、反転授業、グ
ル ー プ ワ ー ク 、 学 修 ポ ー ト フ ォ リ オ 、 専 門 領 域 早 期 体 験 等 に よ る リ フ レ ク シ ョ ン を 基 盤 と し た ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ の 
体験を通して、学生と教員が共に学び合い、成長することで、アクティブ・ラーニングを学士課程全般に浸透させていく取組である 

 アクティブ・ラーニングが形式だけにとど
まり、効果が出ない 

 新しい教育方法が分からない 
 自らの授業を振り返り、改善を検討する機
会を作れない 

① 専門領域早期体験による学修
の動機づけ 

② 文章力・プレゼン力・協働力
を早期に獲得 

③ 能動的学修力の基礎固め 

① 実践を通じアクティブ・ラー
ニングを実質化 

② ルーブリック評価、反転授業
等の修得 

③ 教育経験を振り返る機会 

学修ポートフォリオの活用 

波及効果 

ティーチング・ポートフォリの活用 

波及効果 

 初年次学習と目指す専門性との関連付けが
できていない 

 大学での学修に不可欠なラーニングスキル
が不十分 

 高学年において能動的学修を実践できてい
ない 

 
 

SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～ 

Strike while the Iron is Hot. 「鉄は熱いうちに打て」 

省察/
改善 専門教育 

高年次 

ロールモデル 

目標・計画・ 
学修成果 

応用 

共有/普及 

手法A 手法A’ 

新手法 

省察/
改善 全教員が順次担当 全学部の1年次学生 

学 生 の 課 題 教 員 の 課 題 

学生（能動的に学ぶ） 教員（新教育方法を学ぶ） 

 高度専門職業人の 

 基礎的能力を備えて卒業 
大学全体にアクティブ・ 
 ラーニングが拡大 

26年度 28年度 
（目標値） 

30年度 
（目標値） 

アクティブ・ラーニングを受講する学生の割合 100％ 100％ 100％ 

アクティブ・ラーニングを導入した授業科目数
の割合 47％ 60％ 80％ 

アクティブ・ラーニングを行う専任教員の割合 52％ 63％ 77％ 

◆本事業を実施することにより，学生のラーニングスキル，教員のティーチ
ングスキルが向上し，学生は能動的に学修し，教員は能動的に教育改善
に取り組むことで，これまでの教育改革で増加した専門科目におけるアク
ティブ・ラーニング型授業をより実質化することができる。 

◆事業実施により，学生，教員の双方が実践を通して能動的学修のスキ
ルを習得し，eポートフォリオの活用や全教員がSIH道場及びそのFD等に関
わることで，大学全体にアクティブ・ラーニングを波及させることができる。 

専門科目への拡大・学生間の波及効果 他科目への拡大・教員間の波及効果 


